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令和７年９月 

土浦特別支援学校 

学校運営協議会 

８月 27 日に、コミュニティ・スクールマイスターの横澤孝泰先生（神奈川県教育委員会総務室サポート

オフィス所長）をお招きして、コミュニティ・スクール校内研修会を行いました。本校職員、保護者代

表、学校運営協議会委員という、様々な立場の方々が参加しました。講演では、コミュニティ・スクール

における「熟議」の意義やあり方を学びました。その後、「地域との連携・協働による学びの充実」という

今年度のテーマの下、３つのサブテーマ①「外部講師と連携した学びをどのように作るか」②「子どもが

地域に貢献する学びとは」③「地域の人が気軽に集まれる場とは」を掲げ、各々小グループに分かれて熟

議をしました。ファシリテーターがメンバー一人一人に話を振りながら、明るい雰囲気の中、活発にアク

ションプランを考え、皆で考えを共有する貴重な機会となりました。 

 
真剣に、地域とのより

よい連携を考え、意見

交換をしました。 

 

学校運営協議会の委

員や保護者の方々

も、一緒に意見を出

し合いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 13 グループに分かれて行った熟議記録の一部です。各グループ、たくさんの意見が出され、実現できたら素

晴らしい成果が期待できる内容がたくさんありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール校内研修会を受け、同日、体育館にて第二回学校運営協議会を行いました。校内

研修会の熟議で出た内容に関して、熟議の記録用紙を見ながら共有を行い、各グループに参加いただいた保

護者や委員の方々から、学びの充実に向けた具体的な取り組みについて考えを出していただきました。ま

た、研修会に引き続き CSマイスターの横澤孝泰先生にも助言者として参加していただきました。 

協議中、「わくわくする内容です

ね」という声が出て、にこやか

に今後について協議しました。 


